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附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）

の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
九

一
七

一
三
九

人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
一
及
び
二
の
表
中
「117500円

」
を
「116500円

」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
三
か
ら
五
ま
で
の
表
中

「119700円

」
を
「118500円

」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
六
の
表
中
「132800円

」
を
「129500円

」
に
、

「124300円

」
を
「122400円

」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
七
の
表
中
「142600円

」
を
「142300円

」
に
改
め
、
別

表
第
二
の
九
の
表
中
「139700円

」
を
「139300円

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

二
四
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
改

正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
九

二
四

一
五

人
事
院
規
則
九

二
四
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

二
四
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
職
員
の
う
ち
、給
与
法
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
で
、

当
該
事
由
の
発
生
の
直
前
の
住
居
（
当
該
事
由
の
発
生
の
日
以
後
に
転
居
す
る
場
合
に
お
い
て
、
新
幹
線
鉄
道
等

を
通
勤
の
た
め
利
用
す
る
経
路
に
変
更
が
生
じ
な
い
と
き
の
当
該
転
居
後
の
住
居
及
び
人
事
院
が
こ
れ
に
準
ず
る

と
認
め
る
住
居
を
含
む
。）か
ら
の
通
勤
の
た
め
、
新
幹
線
鉄
道
等
で
そ
の
利
用
が
第
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
に

照
ら
し
て
通
勤
事
情
の
改
善
に
相
当
程
度
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
利
用
し
、
そ
の
利
用
に
係

る
特
別
料
金
等
を
負
担
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
も
の
（
当
該
事
由
の
発
生
の
直
前
の
勤
務
地
と
所
在
す
る
地
域

を
異
に
す
る
官
署
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
い
、
通
常
の
通
勤
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
場
合
に
は

当
該
事
由
の
発
生
前
の
通
勤
時
間
よ
り
長
時
間
の
通
勤
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
等
の
通
勤
の
実
情
の
変

更
を
生
ず
る
職
員
で
、
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
し
な
い
で
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
通
勤
距
離
が
六

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
若
し
く
は
通
勤
時
間
が
九
十
分
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
交
通
事
情
等
に
照
ら
し
て
通
勤
が

困
難
で
あ
る
と
人
事
院
が
認
め
る
も
の
に
限
る
。）

イ

法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
（
法
第
八
十
一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
日
（
法
第
八
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
日
及
び
当
該

採
用
に
係
る
任
期
が
満
了
し
た
日
を
含
む
。）の
翌
日
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。）を
さ
れ
た
こ
と
。

ロ

派
遣
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
、官
民
人
事
交
流
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
交
流
派
遣（
以

下
「
交
流
派
遣
」
と
い
う
。）又
は
法
科
大
学
院
派
遣
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
か
ら
職
務
に
復

帰
し
た
こ
と
。

ハ

官
民
人
事
交
流
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
交
流
採
用
を
さ
れ
た
こ
と
。

ニ

規
則
一
一

四
（
職
員
の
身
分
保
障
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
休
職
か
ら

復
職
し
た
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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